家庭礼拝　2010年8月18日　使徒言行録第18章　コリント伝道
　LP４３　十字架の側に　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　LP46　イエスその御名は
起

前回の聖書の箇所にありましたように、テサロニケから来るシラスとテモテを待っている間に行った、パウロのアテネでの伝道はうまく行きませんでした。パウロはアテネでは相手に合わせようとして、かえって、人の心をつかみ損ねた感じがします。神の言葉を伝えるのに、人の思いを気にしすぎたのかもしれません。そして、パウロは迫害に出会うこともありませんでしたが、待っていた二人に出会うことなくアテネを去って、次の町に移動しました。その町がコリントの町です。コリントはコリントの信徒への手紙でも良く知られた町です。コリントはアテネから数十キロ離れたところにある交通の要所でした。そこにはいろいろな人々がやってきて、商業の大中心地となっているところです。ですがそれよりも有名なのは、この町が不道徳な町であったと言うことです。コリント人のようだと言われることは、みだらで、放蕩の生活をしていると言うことを表す言葉でした。コリントの神殿にはアフロディテの神殿があり、盛んな時代には、神殿に一千人の巫女がいました。巫女達は夜になると娼婦として働いたのでした。パウロが次に住み着き、そして大成功を収めたのは、アテネのような知識に熱心な町ではなくて、コリントのような不道徳な町であったと言うのが不思議なところです。
パウロが、コリントで身を寄せたのがアキラとその妻プリスクラの夫婦の家でした。この二人はローマでユダヤ人追放令に会い、最近イタリアから移り住んできた人たちでした。この家はテント職人の家だったので、パウロも一緒に住み込んで、テントつくりの仕事を一緒にやったのでした。そして安息日になるとパウロは、会堂で論じて、ユダヤ人やギリシャ人たちへの説得に努めていたのでした。そうこうしている内に、シラスとテモテがマケドニア州のベレアからやってきました。この二人が来るのが、なぜこんなにも遅くなったのかは分かりませんが、二人はパウロがわずかな期間しか滞在することが出来なくなってしまったテサロニケ教会の面倒を見ていたのかもしれませんし、好意的だったベレアの人々に教えていたのかもしれません。いずれにしても、やっとまた3人で宣教をすることができるようになりました。そして二人がやってきてからは、パウロは御言葉を伝えることに専念し、ユダヤ人たちに対して、イエスはメシアであると力強く証しました。ところが、6節です。
使 18:6　しかし、彼らが反抗し、口汚くののしったので、パウロは服の塵を振り払って言った。「あなたたちの血は、あなたたちの頭に降りかかれ。わたしには責任がない。今後、わたしは異邦人の方へ行く。」

といったのです。パウロはユダヤ人たちが抵抗するであろうことがわかっていても、まず最初にユダヤ人達にキリストの救いの話をしました。そして聞き入れられないと分かると異邦人のほうへ行きました。パウロは反抗し、口汚くののしるユダヤ人達に対し、服のちりを振り払って、あなた達の血は、あなた達の頭に降りかかれ。私には責任が無い。と冷たく突き放しました。パウロに委ねられた仕事は、全ての人をクリスチャンにすることではありませんでした。そうではなくて、全ての人にイエスキリストの救いを述べ伝えることでした。信じるか信じないかは、本人の責任なのです。そしてパウロは、やることをやった後で、私には責任が無い、と言い切ることが出来ました。私達もまた、宣教をするとき、うまく行くか、うまく行かないかはあまり気にする必要は無いのです。私達の責任は述べ伝えることにあるのであって、うまく行くか行かないかは、本人の責任と神様のご計画によるものなのです。ですから私達は時が良くても悪くても、たえず種をまき続け、あとは成長させてくださる神様の御手に委ねるだけなのです。そして反対に、いろいろ理屈を付けて、伝道の機会を失っているとすれば、それは私達が、神様に対して、罪を侵していることになるかもしれません。
承

今後、私は異邦人のほうへ行くといったパウロは、そこを去って、神をあがめるティティオ・ユストという人の家に移りました。彼の家は会堂の隣にあった。と書かれています。そちらの方が異邦人が多く住んでいたのかもしれません。そこで宣教を始めました。そして8節です。
使 18:8　会堂長のクリスポは、一家をあげて主を信じるようになった。また、コリントの多くの人々も、パウロの言葉を聞いて信じ、洗礼を受けた。と書かれています。
まず近くの会堂長のクリスポが家族中で救いの言葉を信じるようになりました。会堂の隣に住んで活動をしたかいが有ったと言うものです。そしてコリントの多くの人々もパウロの言葉を聴いて信じ、洗礼を受けました。活動は順調に行っているように見えました。パウロには何も恐れるものがないようにも思えます。ですが、パウロにはいつも不安がありました。また何時迫害があるかという不安でした。このような不安の中で、パウロは幻を見ました。9節から11節です。
使 18:9　ある夜のこと、主は幻の中でパウロにこう言われた。「恐れるな。語り続けよ。黙っているな。

使 18:10　わたしがあなたと共にいる。だから、あなたを襲って危害を加える者はない。この町には、わたしの民が大勢いるからだ。」
使 18:11　パウロは一年六か月の間ここにとどまって、人々に神の言葉を教えた。
パウロのような人でも不安を感じました。パウロはその不安の中で、力強い励ましを主から与えられました。主は幻で、「恐れるな。語り続けよ。黙っているな。私があなたと供にいる。」と語ってくださったのです。パウロはこの言葉にどんなに励まされたでしょうか。今聖書の中で出会うこの言葉は、私達にとっても、弱気になったときに、とても強い励ましが与えられる主の御言葉です。そして、主は更に、「あなたを襲って危害を加えるものは無い。この町には私の民が大勢いるからだ。」と約束してくださいました。コリントのような不道徳な町に、私の民が大勢いるといってくださったのです。ですから、私達は外見で判断することは出来ないのです。先入観で判断してはいけないのです。自分勝手に判断してはいけないのです。たとえ意に沿わなくても、あんな人はクリスチャンにふさわしくないと言うことはできないのです。そのような人々をも、主は、私の民と言ってくださるのです。パウロはこのような主の励ましを受けて、1年6ヶ月もの長い間このコリントにとどまって、伝道を続けたのです。パウロにとって、このように長い間迫害を受けずに宣教を続けることはありませんでした。たとえ迫害があったにしても、とどまることができたのですから、落ち着いた宣教と、教会活動ができたのだと思います。
転

ところが、このような、あなたを襲って危害を加えるものは無い、と言われた主のみ言葉のすぐ後に、聖書ではこうかかれています。12節と13節です。
使 18:12　ガリオンがアカイア州の地方総督であったときのことである。ユダヤ人たちが一団となってパウロを襲い、法廷に引き立てて行って、

使 18:13　「この男は、律法に違反するようなしかたで神をあがめるようにと、人々を唆しております」と言った。

このように、パウロは、また、コリントでも迫害に出会いました。すぐ前で、主が、「わたしがあなたと共にいる。だから、あなたを襲って危害を加える者はない。」と約束されたのは、いったい何だったのでしょうか。パウロたちはユダヤ人達に襲われて、法廷に引き立てられたのです。
そしてパウロ達を、告発してこのように言いました。13節から16節です。
使 18:13　「この男は、律法に違反するようなしかたで神をあがめるようにと、人々を唆しております」と言った。

使 18:14　パウロが反論し始めようとしたとき、ガリオンはユダヤ人に向かって言いました。「ユダヤ人諸君、これが不正な行為とか悪質な犯罪とかであるならば、当然諸君の訴えを受理するが、

使 18:15　問題が教えとか名称とか諸君の律法に関するものならば、自分たちで解決するがよい。わたしは、そんなことの審判者になるつもりはない。」

使 18:16　そして、彼らを法廷から追い出した。
パウロを告発した、ユダヤ人達の言い分はこうでした。「この男は、律法に反するような仕方で神を崇めるようにと、人々をそそのかしております。」ユダヤ人たちにとって、神を崇めないことは許せても、律法に反するような仕方で神をあがめることは許せなかったのです。すなわち、神を信じるか信じないかよりも、どのように信じるかの方が大切なのです。目的と手段が逆転してしまい、手段のほうが大切になってしまいました。自分達の考えにとらわれてしまうと良くこのような状況になってしまうことがあります。これに対して、パウロが何かを言おうとしたときに、地方総督のガリオは「ユダヤ人諸君、これが不正な行為とか悪質な犯罪とかであるならば、当然諸君の訴えを受理するが、問題が教えとか名称とか諸君の律法に関するものならば、自分たちで解決するがよい。わたしは、そんなことの審判者になるつもりはない。」

そのように言って、法廷から追い出してしまいました。この地方総督のガリオはまだ赴任したばかりだったので、ユダヤ人たちはこの新任の総督を自分達のほうに取り込むつもりでこのタイミングでパウロを訴えたのではないかといっている注解書もあります。ですが地方総督ガリオは、まるで、このような状況が起こることを事前に察していたようでした。ユダヤ人たちの訴えが、ローマ法に基づく訴えではなく、ユダヤ教の信仰に基づく訴えであることをすばやく見抜き、相手にしなかったのです。そうすると、群集は会堂長のソステネを捕まえて、法廷の前で殴りつけた。と書かれています。このソステネという会堂長はどのような人なのかは分かりませんが、群衆は悔し紛れに会堂長を殴りつけたのか、ここでもう一度暴力沙汰を起こせば、今度はローマ法に基づいて相手にしてもらえると思ったのか、は分かりませんが、それに対しても、ガリオンは全く心に留めず、相手にしなかったのです。このことによって、パウロは、またしても主に守られました。主の約束はこのことだったのかもしれないとも思います。パウロは、なおもしばらくの間コリントに滞在し、やがて、兄弟達に別れを告げて、船でシリア州へ旅立った。と書かれています。シリア州というのはカイザリアなどのある、エルサレムの西側の海岸沿いです。パウロたちは帰ることにしたのです。そしてこれにはプリスキラとアキラも同行しました。出発地のケンクレアイで髪を切ったとかかれています。これはナジル人の請願と言われるもので、誓いが満ちるまでの30日間、肉を食べず、ぶどう酒も飲みません。何のために請願をしたのか分かりませんが、注解書によれば、コリントで与えられた神のすばらしい恵を思って、その感謝を表す請願を立てたのだろうと書かれています。または、航海の安全を願って請願を立てたのか、第二回の伝道旅行に対して請願を立てたのかは分かりません。聖書の別の箇所では、パウロを殺そうと狙ったユダヤ人の殺人集団が、このナジル人の請願をして、成功するまでは飲みも食べもしないと言う、恐ろしい誓いをしたことが思い起こされます。
　船で帰る途中に立ち寄ったエフェソではパウロだけが会堂に入ってユダヤ人と論じました。人々はもうしばらく滞在するようにと願いましたが、それを断り、「神の御心ならば、また戻ってきます。」と言って別れを告げます。このエフェソには第三回の伝道旅行でまた立ち寄ることになりました。パウロたちは長い船旅の後で、エルサレムの近くのカイザリアに着き、エルサレムに上って、教会に挨拶をしました。その様子は、何も語られていません。そして、また出発地のアンティオキアまで戻っていったのです。これでパウロの第二回の伝道旅行は終わります。この行程は2400キロにわたる長い距離です。帰りについてはとても簡単に書かれていますが、これでも千数百キロ以上の長旅なのでしかもエルサレムまで行っているので、いろいろなことがあったのだと思います。
結

パウロたちの第二回の伝道旅行は終わりました。アジアからヨーロッパへと広げた伝道旅行でした。どこに言ってもユダヤ人達の迫害がありましたが、迫害の無かったアテネでは良い成果は得られませんでした。フィリピでは鞭打たれ投獄され、地震が起こりました。テサロニケでは暴動が起こりすぐに逃亡しなければなりませんでした。ベレアでは比較的好意的なユダヤ人達がいましたが、そこにもユダヤ人たちが押し掛けて来て、騒動を起こしました。そしてアテネ、コリントと伝道を続けました。どんなに迫害にあっても、強気で伝道を進めてきたパウロに不安がよぎったときがありました。コリントでの宣教のときでした。パウロの話を受け入れられないユダヤ人に対して、「あなたたちの血は、あなたたちの頭に降りかかれ。わたしには責任がない。」と言い切ったパウロでしたが、伝道のむなしさを感じたのかもしれません。そのパウロに幻で主が現れ、「恐れるな。語り続けよ。黙っているな。わたしがあなたと共にいる。だから、あなたを襲って危害を加える者はない。この町には、わたしの民が大勢いるからだ。」と言って励ましたのでした。パウロはこの宣教旅行を無事に終えましたが、それで終わりではありませんでした。アンティオキアに戻るとすぐ、また第3回目の宣教旅行に行くことになるのです。
23節では、使 18:23　パウロはしばらくここで過ごした後、また旅に出て、ガラテヤやフリギアの地方を次々に巡回し、すべての弟子たちを力づけた。と書かれています。
これが第三回目の宣教旅行の始まりとなるのです。パウロの人生は、まさに、イエスキリストの救いを述べ伝えるために召された人生となっていくのです。
(一分間黙祷しみんなで祈る)
(祈り)

天の父なる神様、今週もまた、供に祈り、賛美するときが与えられ感謝いたします。
毎日暑い日々が続き、熱中症で死亡する人々もたくさんいます。その中にあっても、このように体調を整えられ、都合を整えられて、あなたを賛美するための集いが与えられていることを感謝いたします。パウロは、多くの困難迫害の中にあっても、それらを厭う事なく語り続けました。ただあなたの御心にかなうために語り続けました。そして多くの救われる人々を喜びとして、その宣教旅行を続けました。人にはそれぞれあなたに召された目的がありますが、主よどうか私達もまた、あなたを見上げて、わたしたちにふさわしい業を行っていくことが出来ますように導いてください。たとえ小さくとも、私達一人ひとりの思いが、祈りが、人々を変え、世界を変え、平和を作り出すものであることを覚えて歩ませてください。私たち自身が変えられる事が、世界が変えられることであることを覚えさせてください。あなたのみ心が私達を通して為されますように。私達が、自分をあなたに捧げることができますように。
明日は、渡辺幸子さんの前夜式があります。御殿場教会で、長い間信仰を全うされた方です。私達もまた、最後のときまで、信仰を持って、祈りつつ召されたいと願うものです。主よ、渡辺幸子さんの魂があなたと供にありますように。残された遺族の方に慰めと平安とがありますように。葬儀もありますが、事情を整えてくださり、参列することが出来ますように。
この祈りを主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン
◆コリントで

使 18:1　その後、パウロはアテネを去ってコリントへ行った。

使 18:2　ここで、ポントス州出身のアキラというユダヤ人とその妻プリスキラに出会った。クラウディウス帝が全ユダヤ人をローマから退去させるようにと命令したので、最近イタリアから来たのである。パウロはこの二人を訪ね、

使 18:3　職業が同じであったので、彼らの家に住み込んで、一緒に仕事をした。その職業はテント造りであった。

使 18:4　パウロは安息日ごとに会堂で論じ、ユダヤ人やギリシア人の説得に努めていた。

使 18:5　シラスとテモテがマケドニア州からやって来ると、パウロは御言葉を語ることに専念し、ユダヤ人に対してメシアはイエスであると力強く証しした。

使 18:6　しかし、彼らが反抗し、口汚くののしったので、パウロは服の塵を振り払って言った。「あなたたちの血は、あなたたちの頭に降りかかれ。わたしには責任がない。今後、わたしは異邦人の方へ行く。」

使 18:7　パウロはそこを去り、神をあがめるティティオ・ユストという人の家に移った。彼の家は会堂の隣にあった。

使 18:8　会堂長のクリスポは、一家をあげて主を信じるようになった。また、コリントの多くの人々も、パウロの言葉を聞いて信じ、洗礼を受けた。

使 18:9　ある夜のこと、主は幻の中でパウロにこう言われた。「恐れるな。語り続けよ。黙っているな。

使 18:10　わたしがあなたと共にいる。だから、あなたを襲って危害を加える者はない。この町には、わたしの民が大勢いるからだ。」
使 18:11　パウロは一年六か月の間ここにとどまって、人々に神の言葉を教えた。

使 18:12　ガリオンがアカイア州の地方総督であったときのことである。ユダヤ人たちが一団となってパウロを襲い、法廷に引き立てて行って、

使 18:13　「この男は、律法に違反するようなしかたで神をあがめるようにと、人々を唆しております」と言った。

使 18:14　パウロが話し始めようとしたとき、ガリオンはユダヤ人に向かって言った。「ユダヤ人諸君、これが不正な行為とか悪質な犯罪とかであるならば、当然諸君の訴えを受理するが、

使 18:15　問題が教えとか名称とか諸君の律法に関するものならば、自分たちで解決するがよい。わたしは、そんなことの審判者になるつもりはない。」

使 18:16　そして、彼らを法廷から追い出した。

使 18:17　すると、群衆は会堂長のソステネを捕まえて、法廷の前で殴りつけた。しかし、ガリオンはそれに全く心を留めなかった。

◆パウロ、アンティオキアに戻る

使 18:18　パウロは、なおしばらくの間ここに滞在したが、やがて兄弟たちに別れを告げて、船でシリア州へ旅立った。プリスキラとアキラも同行した。パウロは誓願を立てていたので、ケンクレアイで髪を切った。

使 18:19　一行がエフェソに到着したとき、パウロは二人をそこに残して自分だけ会堂に入り、ユダヤ人と論じ合った。

使 18:20　人々はもうしばらく滞在するように願ったが、パウロはそれを断り、

使 18:21　「神の御心ならば、また戻って来ます」と言って別れを告げ、エフェソから船出した。

使 18:22　カイサリアに到着して、教会に挨拶をするためにエルサレムへ上り、アンティオキアに下った。（次から第3回伝道）
使 18:23　パウロはしばらくここで過ごした後、また旅に出て、ガラテヤやフリギアの地方を次々に巡回し、すべての弟子たちを力づけた。

◆アポロ、エフェソで宣教する

使 18:24　さて、アレクサンドリア生まれのユダヤ人で、聖書に詳しいアポロという雄弁家が、エフェソに来た。

使 18:25　彼は主の道を受け入れており、イエスのことについて熱心に語り、正確に教えていたが、ヨハネの洗礼しか知らなかった。

使 18:26　このアポロが会堂で大胆に教え始めた。これを聞いたプリスキラとアキラは、彼を招いて、もっと正確に神の道を説明した。

使 18:27　それから、アポロがアカイア州に渡ることを望んでいたので、兄弟たちはアポロを励まし、かの地の弟子たちに彼を歓迎してくれるようにと手紙を書いた。アポロはそこへ着くと、既に恵みによって信じていた人々を大いに助けた。

使 18:28　彼が聖書に基づいて、メシアはイエスであると公然と立証し、激しい語調でユダヤ人たちを説き伏せたからである。

